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エネルギーから経済を考える経営者
ネットワーク会議とは？

∗ 東日本大震災以降「地域でエ
ネルギーを創る」動きが始った。
こうした地域エネルギー自治の
確立を意図して中小企業の経済
人からなる「エネルギーから経済
を考える経営者ネットワーク会
議」が２０１２年３月に立ち上がる。
代表は鈴廣かまぼこグループ代
表取締役である鈴木悌介氏。

∗ 主として自然・再生可能エネル
ギーの地域での導入、中小企業
の現場での賢いエネルギーの使
い方、つまりは、省エネ、の実践
を掲げて活動。現在、３７５社の
会員から組織される。



活動の柱は…

地域で再生可能エネルギーを中心とした
エネルギーの地産地消のしくみをつくる

賢いエネルギーの使い方を学び、実践する
＝ 省エネ

1. 

2. 

「エネルギー何でも相談所」



小田原箱根エネルギーコンソーシアム

ＥＣＨＯ事業スキーム



雑用水槽
(トイレ洗浄水,屋根散水,水景利用,植栽散水)

河川放流

既存棟利用

屋根散水
トイレ

屋外散水
栓

住宅・ビルの革新的省エネルギー技術導入促進事業
ネット・ゼロ・エネルギー・ビル実証事業（経済産業省）

鈴廣かまぼこ
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小泉元総理を招いての
ソーラーシェアリング竣工式

(２０１６.１１．０９)



∗ 《メリット》
∗ 農業とエネルギーの両方から収入が得られる。

∗ 売電で現金収入が増える⇒営農継続のモチベーション

∗ 若年層の農業への回帰⇒一次産業の復権

∗ 食料自給率の改善 等

∗ 《普及へのデメリット》
∗ 農家の心のバリア

∗ 一時転用という申請関係の煩雑さ、行政窓口への不浸透

∗ 一時転用許可の３年の見直し

∗ お金の問題(融資に金融機関が及び腰)

ソーラーシェアリングは
地方創生の切り札



∗ F=食べ物、 E=エネルギー、 C=福祉＋M=お金を地域でできうる限り
自給するという取組をとことん追及する。

∗ 例えば・・・
農業をしながらソーラーシェアリンクで発電し、そこで作付けを
するのは障害者や更生会の人を雇用。農作物は肥料や農薬や
除草剤を使わない奇跡のりんごで知られる木村秋則氏の自然
栽培の手法を導入する。そうした安心・安全、経費をかけずに
価値をあげる農業を推進する。

∗ 大規模集中型のエネルギーシステムから小規模・地域分散型のエネ
ルギーシステムへ

⇒「顔の見える関係」を重視する

今こそ、FEC＋M自給圏の構築を


